
今回は、建築専門家の倫理について学びます。
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まず、これは、『建築倫理用教材』（日本建築学会編，丸善）にあるのですが、「技術者
の良心」ですね。

これは、ぜひ憶えてください。将来、倫理の問題にぶつかったときに、原則となるもので
す。

複雑な問題に直面した時に大事なのが、⑤の原則に立ち返るということですね。

また、建築において特に大事なものは、③の「結果について想像する」です。前回のト
ラブル事例でも見たように、欠陥住宅の多くは、結果についての想像が足りなかったた
めに起きています。
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この辺の内容は、君たちには、まだ早いようにも思いますが、この授業の目的は、君た
ちがどのような技術者を目指すのかという目標設定にもなるので、特に赤字のところは
憶えてくださいね。

ここに書いてあるのは、ひとえに「誠実さ」に属するものですね。そして、その誠実さは
どこから生まれるかと言えば、愛情ですね。仏教で言えば利他の精神です。

そして、もう一つ大事なことは、人間、誰しも失敗をするということです。人間にミスはつ
きものなのです。大事なことは、ミスをした時、どのように対処するかですね。その時に
人間性が問われるわけです。バレなければいいと隠してしまうのか、正直に話してきち
んと対処するのか、そこが倫理において一番大事な点です。

欧米社会では、人間はミスをするという前提にたっていますから、契約というものを非
常に重視します。しかし、日本社会では、結構、その辺が曖昧です。それは、ある意味
人間の性善説に立っていますね。私は、それは日本の良いところでもあり、悪いところ
でもあると思っています。

ですから、君たちは、日本人の誠実さと、欧米社会の契約の厳密さの両方を兼ね備え
てほしいですね。
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特に、赤字で示されているところは、しっかり憶えてください。

「自信は努力によってのみ獲得できる」というのは、君たちにもあてはまりますね。君た
ちの仕事は、しっかりとした知識を身につけることです。しかし、それは努力なしには身
に付きません。また、勉強は、学生時代だけのものではありません。社会に出ても日々
勉強が必要になるわけです。学生時代に、そういう勉強の習慣を身につけることは、大
変大事なことなのです。

それから、人の意見を受け止める謙虚さですね。この辺も、努力をしていない人ほど、
そういう謙虚さに欠けるわけです。この世は、娑婆ですから、その娑婆を生き抜くため
には努力しかないわけです。

仏教で言う浄土は、娑婆を生き抜く力を与えるものなのです。娑婆から逃げて楽な世
界に行くことではないのです。強いて言えば、努力することが苦でなくなるということで
すかね。努力というのは、自分のできることを精一杯やることなので、別に競争に勝て
と言っているわけではありません。誠実さを身につけるという意味ですね。
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不祥事の隠蔽については、『空飛ぶタイヤ』で十分学んだと思います。

また、施主の思い通りということではなく、周辺環境や地球環境に害を及ぼすようなこ
とは避けることが原則ですね。それに、国際的同等性というのも頭に入れておく必要が
あります。

さらには、人間の価値観というのは多様ですから、建築家の独りよがりなデザインを押
し付けるのも、よく考える必要があります。何回も言うように、単なる奇抜性は、すぐに
飽きられるということを忘れてはならないと思います。
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ここに書いてあることは、君たちが就職先を選ぶ時に、大変大事になることですね。

その企業が、健全な組織であるかどうかは、外側の情報からだけではわかりません。
一番は、実際にそこで働いている卒業生の話を聞くことですね。

また、大企業になればなるほど、社員は、歯車的になるところがあるので、自分がどう
いうところに合っているのか、その辺を見極めることも大事なことです。
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そして、ここからは、以上のような専門家の倫理を身につけるために、学生時代にやっ
ておくべきことが示されています。

教育には学ぶ側の熱意が不可欠であるというのも、そのとおりで、学ぶ側の熱意がな
いと良い授業はできません。

高齢者の先輩を敬うべきであるというのも、そうなのですよね。私は、今年還暦を迎え
ますが、この歳になってわかることが結構あるのです。特に、倫理に関する問題では、
経験がものをいうということが多々あります。

そして、謙虚さ、関心・好奇心、何事にも敬意を持つことが大事ですね。自分は何でも
知っている、わかっているというのが、最も困った人です。努力する人ほど謙虚なので
す。

大学というところは、知識を詰め込むだけでなく、自ら学ぶ能力を身につけるところなの
です。大学で学べることは、建築全般の知識からすれば、ほんの一部です。しかし、そ
のほんの一部を学ぶことによって、もっと多くのことを知りたいという学習意欲が育つの
です。そういう意欲を育てるのが大学教育の目的なのです。

7



それから、責任をとれる人間になれるかどうかですね。自分の仕事に責任を持つという
ことは、精一杯の努力をするということです。

大学の勉強も、精一杯努力して単位が取れないのは仕方がありません。しかし、留年
したり、退学したりする学生を見ると、そういう努力をしないで逃げている学生が多いの
です。ただ、中には、うつ病などの精神的病に陥ることもあるので、そういうのは例外で
す。

努力というのは、無理をするということではありません。自分に与えられた能力の中で
精一杯やるということです。うつ病になる人の多くは、理想の自分と現実の自分がかけ
離れているのです。努力というのは、自分の能力の範囲でやればいいので、その結果
がどうであれ、努力したことは無駄にはなりません。

設計なども、才能のある人は、努力することが楽しいと思います。しかし、才能はなくて
も、地道に続けることで、いつか才能が開花することがあるのです。私たちの身体の遺
伝子は、常に変化しているのです。嫌いでも続けていれば、好きになることだってある
のです。
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今回は、このレポート課題にしたがって、レポートを作成してください。

以上で、第13回目の授業を終了します。

9


